
 
防災会議資料① 

 

衛星安否確認サービス「Q－ANPI」の通信端末配備について 

 

今年度、準天頂衛星システム「みちびき」を利用した国の事業を活用し、衛星安否確認

サービス「Q－ANPI」の通信端末が８台配備される予定となっている。 

これにより、災害で通信インフラが断絶した際にも、この「Q－ANPI」を利用して衛星通

信経由で避難所の状況を把握することができるようになる。 

なお、この通信端末ついては、内閣府及び準天頂衛星システムサービス株式会社が都道

府県に対して５年間の無償貸し出しを行っており、今回の宮崎県への貸し出し決定は九州

初となる。 

 

≪令和元年度市総合防災訓練における「Q－ANPI」を利用した安否確認訓練≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市職員を配置することとしている避難場所（全 22箇所）のうち、次に配備予定。 

 

 

中央公民館、美々津公民館、南日向公民館、日知屋公民館、大王谷公民館、農村

交流館、日向中学校、東郷学園 

 

 

上記の施設は、いずれも地域の拠点となる避難場所であり、台風接近時の避難場所とし

て施設利用率が高いため、避難者の安否確認等を含め状況把握が重要となっている。 

 

※ 通信端末は専用ケースにて持ち運びできるため、必要に応じて上記以外の施設に設置

することも可能。 

また、通信端末は市職員が操作し、市災害対策本部と連絡を取り合う。 
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